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　1月23日～26日、東京ビック
サイトで、日本最大の国際宝飾
展IJT2017が開催される。
　会期中の商談金額は125億
円。国内外の31カ国1100の出
展社からダイヤモンド、色石、真
珠、珊瑚、翡翠などの素材から、
ハイジュエリー、ファッションジュ
エリー、コスチュームジュエリー、
アクセサリーなどの多彩な商品
や提案、ものづくりに欠かせない
機器関連商材まで、宝飾産業の
発展に寄与するあらゆるものが
集まる。注目商品もファッション

トレンドから定番ジュエリー、希少価値
の高い宝石、メイドインジャパンなども
HPで特集されている。
　これまで高利益を生んでいたリユー
スジュエリーや赤珊瑚にも変化が見ら
れるようになり、ファッション感覚に優
れたライトジュエリーの人気が急増し
ている。その背景には、新興国がファッ
ションに関心が高い若年層を抱えてい
ることがある。また、こうした海外バイ
ヤーとの商談を望む日本企業も増えて
いるとされ、新たなニーズに対する商談
の増加に期待が高まる。中国での人気
の高いジュエリーも10～18K素材の

ジュエリーが多く、日本企
業ならではの繊細な技術
が注目されるのも強み。

　日本国内の20・30代に向けては、同
時開催の「ガールズジュエリー東京」の
最新ジュエリー2100点に、ジュエリー
ショップ、百貨店、アパレルなどのバイ
ヤーが注目する。今年の三大トレンド

「進化系バー」「カラフル異素材」「スー
パーロングピアス」のほか、注目商品
や、OEM／ODM発注ができる出展社
などがHPで紹介されている。
　ニーズの多様性により仕入れの仕
方にも変化が求められる時代には、多
くの商材を実際に見ることが大事。より
良いものを発掘することが市場活性化
にも繋がることになる。
　ガールズジュエリー東京が東１ホー
ル。IJTの真珠・リユース品は東４ホー
ル。ダイヤモンド、ハイジュエリーから素
材、ブライダル、製造機器などが東2・3
と大きく分けられている。
　また、「リモデル業務で売上拡大」「資
生堂に学ぶ人気ブランドの作り方」など
の売上拡大セミナーも活用したい。

　中国向け越境ECプラットフォーム
「豌豆（ワンドウ）プラットフォーム」を運
営する、Inagora㈱（インアゴーラ）（東
京都港区、翁永飆代表）は、福井県鯖
江市を代表する眼鏡メーカー「福井め
がね工業㈱」「㈱ホプニック研究所」に
加え、「㈱NAS」の商品企画と開発で誕
生した、3社コラボレーション商品「鯖
江眼鏡」を、昨年12月27日より、「豌豆
公主（ワンドウ）」にて販売開始した。
　また、今回の販売開始に合わせ、日
米特許を取得した高機能レンズ（580
テクノロジー「Neo Contrast」）を組み
合わせた新商品も販売する。
　福井県鯖江市は日本でも有数の眼
鏡の生産地であり、世界で最も高品質

な眼鏡とも言われる「鯖
江眼鏡」の生産・販売を
行っている。これまで、眼

鏡メーカーはフレームやレンズなど、部
品を作るそれぞれの企業が個別に商品
を卸していくビジネスモデル（BtoB）が
中心だったが、今回、同社が眼鏡メー
カー3社の中国展開をサポートすること
となり、業界でも異例となるコラボレー
ションを実現し、中国のコンシューマー
に対する直販モデル（BtoC）を確立し
た。この取り組みにより、「鯖江眼鏡」は
ダイレクトに中国の巨大マーケットへの
進出が可能となり、また、同社としては世
界最高品質の眼鏡を販売することが可
能となった。
　「豌豆公主」は、日本商品に特化した
自社開発の中国向け越境ECショッピン
グアプリ。中国で既に人気のアイテムか

ら中国ユーザー
の認知度が低い
商品まで約1700
ブランド1万3000
商品の豊富な品
揃えと、商品をた

だ安く並べて販売するのではなく、出店
企業に代わり中国人ユーザーへの最適
化された多角的なコンテンツを多数制
作していることに加え、アプリ内のSNS機
能（プリンセストーク）による第三者評価
のわかりやすさを特徴とする。これらの
様々なコンテンツPGCやUGCを活用し
ながら、高い品質や最先端の技術によっ
てつくられた“Made in JAPAN”の「鯖
江眼鏡」をブランディングしていくとする。
　また、「豌豆公主」は、コンテンツ制
作だけではなく、中国向けの国際物流
も代行しているほか、中国大手ECプ
ラットフォーム「淘宝」「小紅書(RED)」
「考拉(Kaola)」等の他社チャネルとの
連携も行っているため、「豌豆公主」の
みならず複数のプラットフォームを通じ
て中国国内へ展開することも可能。今
後も良質な日本製（商品）と日本のライ
フスタイル（情報）を提供し続ける方法
を模索していくとしている。
▽豌豆公主＝中国ユーザー向け唯一
の日本商品特化型ショッピングアプリ
として2015年8月のリリース以来、流
通総額を急速に伸ばし、取り扱い商品

数は約1万3000商品（2016年12月現
在）と多岐にわたるカテゴリの商品を
取り揃えている。中国ユーザーに日本
商品や企業ブランドの魅力を伝え、日
本のライフスタイルを提案する多角的
なコンテンツや、アプリ内のSNS機能を
通じて拡散できる点が特徴。 
▽中国向け越境ECプラットフォーム「豌
豆プラットフォーム」＝日本の事業者と
中国の消費者を直接結ぶBtoBtoCの
越境ECプラットフォーム。日本企業が海
外進出時に悩む全ての課題となる「情
報の越境」「物流の越境」「決済の越境」
などのすべてを解決する、ワンストップソ
リューション型プラットフォーム。日本企
業と中国人ユーザー双方の様々な需要
を柔軟に汲みとるため、日本企業と「出
店」「仕入れ」「独占販売」の3モデルに
て提携し、いずれも同社が初期費用・固
定費ゼロで中国ユーザー向けに商品の
翻訳、物流、決済、マーケティング、顧客
対応などの全作業を代行するため、日
本企業は当社の日本国内倉庫に商品
を配送するだけで、巨大な中国市場に
進出することができる仕組み。
▽nagora㈱は、キングソフト㈱代表の
翁永飆氏と、美容家でありMNC New 
York㈱代表の山本未奈子氏により、
2014年12月に設立された。

　眼鏡技術者には、測定やフィッティ
ング技術、さらにレンズに関する専門
知識が求められるのはもちろんのこと、
近年はお客様の多様化するニーズに
応えるために、メガネフレームの選択や
レンズカラーの提案など、お客様自身
のトータルコーディネートを含めた
様々な幅広いスキルが求められるよう
になっている。

　「眼鏡DB2016」（眼鏡光学出版㈱）
の消費者アンケート「メガネフレーム選
択時の優先事項」によると、1位：レン
ズの性能・機能性に続き、2位：ファッ
ション性フレームのデザイン（自分に合
うかどうか）が挙がっており、メガネフ
レームの適切な選択が購入時の重要
な要素になっている。さらに、購入店に
対する満足度で「満足」された中で最
も多かったのが「メガネのレンズのカ
ラー選択」。その中で、店員のアドバイ
スや説明への評価を見ると、「アドバイ
ス・説明がなかった」が最も多かった
のは〈トータルファッションとしてのメガ
ネ〉。眼鏡店でのファッションに関して
のアドバイス不足を指摘されている。
　そこで今回は、例年のセミナーとは
違った視点に立ち、理論に基づくカ
ラーコーディネートの講習会を企画し
た。講師の吉野氏は、自店で日頃メガ
ネの販売に携わり、しかもオプティカル
カラープランナーという肩書きを持つ。
メガネ販売の実践に沿ったカラーコー
ディネートの話を通し、学術的に配色
方法を学ぶことにより、今回の講習会
が少しでもお客様の満足度アップに活
用できることと考えている。

□日時：2月16日（木）
□場所：東京眼鏡専門学校11階大教
　室。申込受付は2月10日まで。
□認定単位：1単位を認定

□受講料：1講習につき5000円／1名
　（テキスト代を含む）＊会員以外は、
　1講習1万3000円／1名。＊受講料
　は、事前に現金書留にて東京都支部
　へ送る。受講料受領後に届く、講習
　会の受講票兼領収書を、当日持参す
　ること。
□時間：10時～13時10分（講習時間
　3時間）

□テーマ：お店で活
　かせるカラーコー
　ディネート術と色
　の効果（色の基礎
　知識を学び、カ
　ラーレンズとフ

　レームを使ってトータルコーディ　
　ネートを修得）
□講師：吉野紀子氏（日本眼鏡技術専
　門学校講師、オプティカルカラープ
　ランナー）
□持参するもの、①日本色研／新配色
　カード129ａ（420円・税別／ネット
　通販で購入可）、②はさみ、③のり、
　④カラフルなメガネフレーム1～2本
□参加申し込みと問い合わせは、（公
　社）日本眼鏡技術者協会東京都支
　部TEL.03-5203-1661

　なお、当日は、（公社）日本眼鏡技術
者協会の青年部・女性部主催の認定
講習会（東京会場分）も以下の通り開
催される。
■日時：2月16日（木）、14時～17時　
　10分
■会場：東京眼鏡専門学校11階大教
　室
■テーマ：販売に役立つやさしいデザ
　イン学
■講師：笠島博信氏（㈱ボストンクラブ
　取締役チーフデザイナー）
■内容：メガネとデザインについて、よ
　り理解を深めるための内容を予定。
■受講料：4000円
■申し込みと問い合わせは東京都支部
　で受付中。申込受付は2月10日まで。
http://megane-joa.or.jp/educa
tion/session.html

受講申込受付は2月10日まで

巨大な中国市場にダイレクトに進出が可能

ファッショントレンドから定番ジュエリー、アクセサリーなど
新しいニーズに対する商談の急増に期待

日本製に特化し、「鯖江眼鏡」を発売開始
中国向け越境ECプラットフォーム

東京都支部主催
生涯教育認定講習会の案内
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HRD アントワープダイヤモンドセミナー  1月25日14時　東京ビッグサイト

「合成ダイヤモンド VS. 天然ダイヤモンド」
　いま話題の合成ダイヤモンドについて、世界最大のダイヤモンド研究機関AWDCが運営しているHRDアントワープに
よる希少セミナーが、2017年1月25日14時～16時、東京ビッグサイト会議棟701で開催される。参加費は1000円。先着
100名。申込は申し込みフォーム（http://www.ap-diamond.net/hrd-seminar）から。
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